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出土文書』く以下『文書』と略称>4、補遺 43-4頁、 73 T AM  5 1 7 : 05/  
3 a) ・唐下西州柳中県残文書為勘違匪駅駅丁差行事( Ii"文書~ 4、補遺45頁、 7
3 T AM  5 1 7 : 0 5/4 a) ・開耀2年(682)寧戎駅長康才芸牒為請追勘違番不到
駅丁事( Ii"文書~ 6、 568-9、67 T AM  3 7 6 : 0 2/  a ) ・開耀 2年 (682) 





















柏文書の出土地 j ( W中国古代の法と社会一栗原益男先生古稀記念論集』汲古書院)
と題する一文を草した後を受け、まずその補足若干と、今後の課題を扱った。










次に、李柏文書の年代について。近年中国で、陳世良「李柏文書新探 j ( ~新謹社
会科学~ 1 987年6期)が出ている。これも含めて考察を進めようとしたが、意外









が、この破滅の実地調査は、大谷隊の野村栄三郎(1 908年)・吉川小一郎(1 9 









































































時期的『作人~ J、 『敦埋吐魯番文書初探~ 1 9 8 3 )。朱氏は、この中で作人を






と陸一~ 1987)。また(2 )は、すでに堀氏も指摘するように、これを(3 )と
区別する積極的な理由は見いだせない。なお「高畠入作人・画師・主膝人等名籍」で








土の豆直軍牒の検討を中心として一 J W史滴』第9号、 1988年 1月、
25-48頁。
片山章雄「大谷探検隊とその将来品 J3・4 ~小さな菅 JJ 230・231号. 1 98 
7年9月・ 10月.77-83・77-83頁。
同 「西本願寺の仏蹟踏査記録『大谷探検障西域旅行日記J J W東方J 7 9号，
1 987年 10月.20-22頁。
同 「大谷光瑞・大谷探検隊と「軍J関係J W史J 65号. 1 987年 12月，
35-40頁。
同 「李柏文書の出土地 J W中国古代の法と社会 栗原益男先生古稀記念論集』
汲古書院、 1988年7月、 161-179
白須浄真「清末民初のウルムチ(迫化繊)の景観と大谷探検隊の記録ー 1987年訪
中報告(3 )ー J W東洋史苑J30・31合併号、 1988年2月、 83
-120頁。
同 「荒川正晴「麹氏高昌国における郡県制の性格をめぐって Jの書評 J W法制
史研究J37、 1988年3月、 263-266頁。
同 「崩れゆく第 1紐資料一初公開の新彊仏教遺跡を訪ねてー J W朝日新聞 J 1 
987年 10月3日頁。
同 「大谷探検隊の足跡を訪ねて一中国研究者と交流ー J W本願寺新報J 198 
8年3月 1日頁。
関尾史郎 rr白雀」憶説一『吐魯番出土文書』街記補遺ー J W上智史学』第32号、
1 987年 11月、 66-84頁。
同 r W龍興』紀年の随葬衣物疏考一『吐魯番出土文書』街記(6 )ー J r史朋』
第 21号、 1987年 12月、 12-22頁。
同 「吐魯番出土文物研究の一成果ー北京大学中国中古史研究中心編『敦煙吐魯













堂書 擁j腫その弛の武谷交番町大谷諜報隊将来品。}山 j 
} 1988年9月 16日の『読売新聞』夕刊4版 13面に、 「中国で脚光あびる i
! r大谷文書 J/ r敦埠耽魯番学会」に出席して/新たな出土文書と対照/史料的;
;価値たかまる」と題する、池田温氏の一文が掲載された。 j 
i 8月の同学会と北京図書館内の資料中心、さらに会期中の資料展覧を紹介し、 { 
?23??出陳された大谷探検隊将来資料に言及している。以下気付いた点;
まず展示さLた唐建中五〔伍〕年孔目司帖は、確かに『西域考古図譜』下巻史;
料(1 4 )に「吐崎溝」とある。池田氏は内容も考慮、して「クチァ地域からの出 i
土将来品とする方が無理がない」と記すが、 1903年4月22日の、キジル滞 i
在時の『西域文化研究』第四所収「堀賢雄西域旅行日記(二)Jに、 「渡辺氏は i





?棚博 一 … 一 …と叩もう少し;
範囲を広げると、第 1次隊以来の、クチヤ将来品まで含め、一半は旅慣に一半;
は龍谷大学に存する、といえよう。
例えば、第 1次隊のクムトラ~ドルドルオコル滞在時5月 18日には、大暦.! 
i天宝紀年文書とともに陶〔掲〕拓所文書にも言及するが(上記堀日記及び『新西 i
j域記』上巻所収渡辺日記)、これは『図譜』の史料(1 7 )の(1 )かもしれな 3
jhク吋開拓関係文書一 516， 1535が吋別れる
が、総計5点はあったはずで、ある。
i いずれにしても、 1次隊の「クッチェーの古文書 J ( W 史学雑誌~ 1 5編 9号!








事務局(連絡先) 干 182 東京都調布市国領町 5-19-14
荒川正晴方 TEL0424 (81) 4633 
吐魯番出土文物研究会 (TheResearch Society for Turfan Relics) 
同 6-
